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食品残渣 由来コ ン ポス トを添加 した石油汚染土壌の 微生物群集構造解析
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【目的】近年、石油精製設備 ・油槽所 ・給油所等 の 統廃合等合理化に よ る施設跡地の

有効利用 を行 う上 で油汚染土壌の 拡大が懸念されて お り、そ の 浄化手法 に対す る関心

が高ま っ て きて い る。 これ らの 汚染土壌 を浄化す る方法として 、環境負荷の 低減、低

コス トとい う点で 、微生物を利用 した環境修復技術が注目されて い る 。 また、平成 12

年 6 月に食品リサイクル法が制定され 、 各地にコ ン ポス ト化プラ ン トが設置されて き

て い る 。 こ の よ うに生成された コ ンポス トは、農業面 で主 に用 い られて い る が 、 堆肥

として の 需要が減少 しつ つ ある とい われて お り、新た な使い道が求め られて い る 。 そ

こで 本研究で は 、 コ ン ポス トの 新規利用法として土壌浄化の 利用を試み た。そ の 際、

コ ンポス ト添加が土壌環境中に与える影響は不 明確な点が多い ため 、 土壌 中の 細菌群

集 の挙 動 を調べ る必要が ある 。 本研究は、食品残渣由来の コ ンポス トを添加 した 油汚

染土壌中の微生 物叢変化 を経時的に解析 し 、 コ ンポス ト添加後の 土壌微 生物環 境に与

え る影響を解明する こ とを目的とした 。 また、堆肥土壌にお い て カ ビや キノコ 等の 真

菌類が土壌の性質や分解機構に大きな影響を与える ため 、 本研究で は細菌類 、 真菌類

双方を解析対象と し、よ り詳細な微生物群集構造解析を 目的 と した 。

【方法 ・結果 ・考察】土壌 に TPH （Tbtal　Petroleum　Hydrocarbon；総石 油炭化水素）が

1091kg にな るよ うに油を添加 して人工 的に油汚染土壌を作製した 。 作製した 油汚染土

壌 に 食品残渣 由来 の コ ン ポス トを 添加 し、市販の キ ッ ト （Fast　DNA 　sp   kit　fOT

soil［Blolo1］）を用い て 経時的に土壌 DNA を抽出 した 。 粗 DNA の 確認後、　rDNA を

PCR で 増幅し 、
　DGGE 法に供した 。 これ によ り得 られた結果を もと に主成分分析を行

い 、 汚染土壌 中の微生 物群集が どの よ う に変遷して い くか を経時的に解析 した 。 更に 、

同サ ンプル につ いて rDNA を対象としたク ロ
ー

ン ライブラ リ
ー

を作製 し 、 シ
ー

クエ ン

ス に よ り微生物種の 同定解析 を進めて い る。本研究では 、細菌類、真菌類双 方の rDNA

を対象 とした解析 を進めて い る。 また 、油成分の 定量 を行い 、油成分の 分解 と微生 物

叢の 関係を明らかに して い きたい と考 えて い る。
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